
 （１日目） ９月１７日（木） 午前９時３０分から 　

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

1 大山由郎 今こそ職場環境の改善を 教育長

2 橋尾哲夫
健常者（60歳から64歳）のインフルエンザ予防接種費用の無
料について

町長

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係る集落避難所
備蓄物品等に対する補助について

町長

新ゴミ処理施設建設を根本から見直すこと 町長

3 清水俊博
「集約的都市」構想で尊い人命、財産を守れ
（立地適正化計画への対応＝コンパクト＋新拠点構想）

町長

新しい仲間、外国人労働者と共に「多言語社会」をつくる・仕
組みづくりを

町長

災害時における相互支援協定の現状及び今後の強化充実
策は如何に

町長

4 山口邦政 新型コロナ対策に財政調整基金の思い切った投入を 町長

ギガスクールの実施に向けた対応について 教育長

5 笹倉政芳 企業と空き家をマッチング 町長

安全な道路ネットワークの早期実現を 町長

6 廣畑幸子 交通弱者の公共交通の制度の見直しを 町長

質問順 質問議員 質問事項 答弁を求める者

7 藤本一昭 新型コロナウイルス感染症の対策について 町長

学校園の新型コロナウイルス感染症の対策について 教育長

町営住宅の住民がする管理区域の明確化 町長

8 門脇教蔵 認知症対策について 町長

超高齢化社会における高齢者の生きがいづくりについて 町長

9 門脇保文
太陽光大型発電設置違反者の公表は
廃止の届け出の担保が取れたのか

町長

行政評価制度の導入について、どうなっているのか 町長

1市1町による焼却炉建設に置ける廃棄物エネルギーの利用
について

町長

10 酒井洋子 人もお店も喜ぶ気軽な支援を 町長

ふくし相談支援課の取り組みは 町長

避難所にスマホ充電スタンドとフリーWi-Fiを 町長

11 日原茂樹 テレワークに取り組め 町長

多可町の宝、山田錦を守れ 町長
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'.fζ 己 領 日 番号

多可町議会議長 吉田政義 様
令和 ， l 年 f 月－ I 斗日

多可町議会議員 大山由郎 ⑬ 
6). 午後 時 『 分

質問の 項目及び要旨 答弁を求める者

1 .今こそ職場環境の改善を 教育長

別紙にて

2. 

3.





一般質問通告書 ［第1 0 0固定例会】

多可町議会議長 吉田政義 様
多可町議会議員 橋尾哲夫（あ

戸L
.x 領 日

令和2年8月3 1日

午前 ・ 往診 μ 時ヂ5分

番号

ユ

質問の項目及び要旨 答弁を求める者
1健常者（60歳から64歳）のインフルエンザ予防接種費｜町長

用の無料について

新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行が懸念される秋冬に備え、町
民の接種費用を無料化すること。インフルエンザの発生を抑制することで、 新
型コロナ対応に注力？でき、特に高齢者の新型コロナウイルス感染を防止するた
めです。現在無料の対象は 65歳以上の高齢者や、60歳～64歳で心臓等に障害

のある人ですが、60歳から64歳までの健常者の受診希望者全員（多可町内の
医療機関での接種する者）を無料としてはどうか。接種開始は10月1日から
です。広報等で接種を呼び掛けることです。町長の答弁を求めますn

2.新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係る集落避｜町長
難所備蓄物品等に対する補助について

補助内容はコロナ拡大防止対策に使う集落避難所備蓄用物品購入等に対す
るものです。1集落30万円上限です。 多可町に大小6 2集落があります。
中区中村町集落、加美区豊部集落、八千代区中野間集落300世帯以上で、また、
施設も数ヶ所ある集落もあります。 集落 一 律ではなく弾力的運営をすべきで
す。目的はコロナ対策の3蜜を避けることです。また、福祉避難所にも同様に
補助すべきです。全町の避難施設に3蜜を避けた状況を作ることが避難された
人にコロナ感染させないことですn 町長の答弁を求めますn

3.新ゴミ処理施設建設を根本から見直すこと ｜町長

現在、新型コロナ禍の中にあり、100年に 一度の災害であります。

東播健康事務所管内の感染者5 0名以上です。多可町も数人の感染者が出ても
おかしくありません。
世界中でコロナは拡大しており、収束するには 1年以上かかるとのことです。
町の来年度予算は組めるのか。町税の大幅減少が見込まれます。
町の全ての事業を見直すことです。ゴ ミ施設建設に際し社会情勢の変化あれば
見直すと記載されています白 町長の答弁を求めますの











2. ギガスク ー ルの実施に向けた対応について

多可町の 6 月定例会で小中学生に 1 人 1 台のパソコンを配備する予算が成立
しました。 これは新型コロナウイルス対策として国の地方創生臨時交付金を利
用し、 全小中学生分の 1,402 台のパソコンと学校等の周辺整備を行うもので、

12 月には全小中学校に配備と聞いています。
ハ ー ド面では準備が着々と進んでいるわけですが、 単に環境が整ってもそれ

を使いこなさなくては意味がありません。導入により学校教育の在り方が大き
く変化していくと思われます。 今までの言語能力と同時に情報活用能力が必要
となってきます。 導入による情報活用が子どもたちの可能性を広げることが出
来なければなりませんL、 それを期待しています。

そこで以下の質問をおこないます。

① 導入に向けた進捗状況についてv説明を求めます。

② 導入によりどのような教育を目指しているのか。 1 ～ 2 年後の姿、 長期
的な姿をお示しください。

③ すべての教職員がパソコン活用が優れているわけでもない中、教職員の
スキルアップはどのように取り組んでいくのか。

④ 児童生徒たちが自宅へ持ち帰つてのパソコン利用も考えていると思う
／が、 自宅及び学校でのセキュリティ ー 対策及び利用についてのル ー ルづ
くりはどのように行っていくのか。

⑤ 教職員の方々と児童生徒との 2 方向での利用だけでなく、民間情報教育
企業等との連携による活用も必要と思うが考え方を説明ください。

⑥ その他に導入に向けた問題点や課題があればお答えください。
以上、 教育長の答弁を求めます。









一般質問通告書 【第1 0 0回定例会】

�ι L 領 日 番号

多可町議会議長 吉凶 政義 様

多可町議会議員蹟畑幸子⑮
令和2年 9 月 7日

る
延長・午後 2 時ヲD 分

質問の項目及び要旨 答弁を求める者

l.交通弱者の公共交通の制度の見直しを 町長

別紙参照。

2. 

3. 



質 問 の 内 容

廊畑幸子です。 私は1点の質問をいたします。
現在、交通弱者への公共交通の制度の一 つに福祉タタシ 」 の利用助成があり

ます。 この利用助成は、 7 5歳以上の高齢者の方、 要介護認定を受けておられ
る方、障がい者の方そして6 5歳以上で運転免許証を返納された方となってい
ます。申簡によって1枚5 0 0円24枚のタクシ ー 券が1000円の負担金で交付
されます。 そして、この制度は高齢者等の社会歩加を促し福祉の向上を図るこ
とを目的としています。

交付対象者は、平成28年度は4629名、 平成29年度4795名、 平成30年度
4762名、令和元年度4790名です。 交付者数は毎年対象者の23%～24%また交
付者数の利用率は、60%台です。

以前にもお聞きしましたが、との福祉タクシ ー券の購入の拡充を考えるべき
ではないでしょうか。 現在は均 一 化1冊24枚ですが、2冊目以上は個人負担

を備やすなども考えて良いと思います。 いかがでしょうか a

そしてもう一 つ、高齢者の方が外出する時のサ ー ピスに、社会福祉協議会の
外出支援サ ー ビスがあります。 このサ ー ビスは、町が社会福祉協調車会に委託し

ている事業ですが、 おおむね65議以上の商齢者のみの世帯の方、 下肢が不自
由な方。 とのこつの条件のいずれかで家族に運転できる人が無く、 タクシ ー な
どの交通機関を利用できない人が利用できるというものです． 町内は100円、
町外は200円の料金で利用できるのですが、このサ ー ピスの要件緩和は考えら
れないでしょうか。 もちろん、公共交通にはパスもあります。 元気でパスに乗
れる人はどうぞパスをお使い〈ださい． 今はノンステップパスが主なので、乗
りやすくなっていますとの説明も受けていますので、高齢者の方も乗りやすく
なったなと思っています。

先日ある独り暮らしの高齢者の方が、腕を骨折され病院に通っておられまし
た。 腕にはギプスがはめであったので、 バ ランスがとりにくく、 パスでの通院
は不自由な様子。この社会福祉協議会のサ ｝ ピスが受けられないものかとお聞
きすると、少し歯切れが悪い口聞で確認してみなければということでした。 こ
のケ ースでも、 まずはパスが使えるのであればパスでということ

t
でした。

この高齢者の方、なんとかパスで行けるからとそのまま通院されていました

が、 バ ランスを崩されたりして、もしもの事があったらという思いは残りまし
た。ケースパイケースと言われるかもしれませんが、もう少 L 要件緩和も考え

て、 柔軟な対応をで．きるようにすべきではないでしょうか。
以上です。







一般質問通告書

多可町議会議長 吉田政義 様
多可町議会議員 門脇教蔵⑮

質問の項目及び要旨
1 .認知症対策について

【第1 0 0固定例会】

戸Z
_x 領 日 番号

令和之年タ月ク日 －

6?· 午後 2 時付分｜ σ

答弁を求める者

町長

現在我が国の超高齢化社会は加速度に進んでいます。超高齢化社会というの
は、高齢者の人口数が全人口の 21 パ ー セントを超えることを示します。

最近の国の統計では、わが国の高齢化率は 27. 7 パ ー セントなっており、 今
後ますます増加していくと予想されています。しかしただ増加していくだけな

らいいのですが、高齢になるにつれ、病気の発症のリスクも同時に高まります。
高齢者の病気の中でも、最も多いとされている病気のlつが認知症です。
本町の認知症に対する現状、認、知症サポー タ ーの活用などの取り組みと、今

後の課題をお伺いします。

2. 超高齢化社会における高齢者の生きがいづくりにつ｜町長
いて

本町では「みんなで支え合い、安心して 健やかに暮らせるまち」を基本理念
として、高齢者が住み慣れた地域で、安心して自分らしい暮らしを続けること
ができるよう「医療・介護 ・ 予防 ・

1 住まい ・ 生活支援」が 一 体的に提供される
地域包括ケアシステムの構築が進められてきました。しかし、老人クラブの団
体数の減少及び会員の減少、生涯学習多可学園の受講生の減少などが起こって
います。そのことに対する町の認識は。

や

．





















多可町の宝、 山田錦を守れ

実りの秋を迎えて多可町でも稲刈りが始まりましたが、 コ ロナ禍が暗い影を

落としています。

新型コロナウイルス感染拡大に伴う飲食店の休業などで、 全国の酒蔵が大打

撃を受けています。 ここ数年、純米吟醸酒や大吟醸酒のブ ー ムやインバウンド

（訪日外国人客）需要で単価の高い日本酒が好調でしたが、 販売不振により消

費量が大幅に減少し、 多くの酒蔵で日本酒やその原料となる酒造好適米（山田

錦）が余剰在庫となり、 倉庫に積み上がっているといわれています。

契約栽培で生産される山田錦は、 酒蔵の購入計画に基づいて契約農家が栽培

します。 今秋収穫される酒米は、 1 0月以降の新酒の仕込みに向けて契約済み

です。

しかし、外出自粛で日本酒が飲食店で飲まれる機会が減った上、 インバウン

ドの減少で土産物としての需要も大きく落ち込んでいます。 日本酒の製造量を

縮小した酒蔵が多くあり、 山田錦が余剰在庫となりそうです。 酒蔵からの契約

数量のキャンセル等で大量の在庫が予想されるほか、 2 0 2 1年度は作付面積

の大幅な削減も現実のものとなっています。
今年度産の山田錦はJ Aみのりや酒蔵との契約栽培であり、単価は別として

全量引き取ってもらえるとしても、 2·0 2 1年度は多可町でも大き丈生産量が

落ち込むものと想定され、 生産農家に大きな不安を与えています。

多可町は8月の臨時会で、 水田営農継続支援金6, 4 0 0万円の予算を組ま

れて農業振興対策に充てられましたが、 これで十分でしょうか。 国の対策を持

つのではなく、 町独自の対策を早急に打つべき時であると考えます。

農業は、 多可町にとって重要な産業であり、 特に、 山田錦は重要な基幹作物
です。 米を中心に、 農家が将来にわたって安心して農業に取り組めるような対

策が、 これまで以上に必要とされています。
コロナ禍の厳しい中、 山田錦発祥の町、 多可町としての宝である山田錦を守

り、 農業を維持発展していく取り組みをどのように進めるのか、 町長の所見を

伺います。
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